
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年７月 23日発行 

第３号 
長野県 教育事務所 

 
共に歩まん 

「一帯一学」へ 

 

 

 

 

 

 

 教室環境は，学級づくりの土台の一つです。子どもの様子が分かってきた一学期。
夏休みに，教室環境を見直してみませんか。 

 

 【子どもたちにとって，安心して学ぶための環境になっているか考えてみましょう】 

① ご自分の教室や気になる子どもを思い浮かべてみる。 

② 下の教室の様子から改善したいところに○をして，具体的な改善点を考えてみる。 

 

 

 

 

 

 

安心して学ぶための学級づくりのポイント 

共に歩まん 
「一帯一学」へ 

子どもやクラスの実態

を基に，右の例のように 

「自分で判断して行動で
きるように，環境を整え
ること」で，子どものやる

気を引き出し，落ち着い

た教室環境につながるん

だね。 

自ら判断して行動 

ほめられる またやろう！ 

うれしい！ 

【例】 

低学年は，並ぶ順番や役割が，子ど

もが見てすぐ分かる掲示にするなどの

工夫が有効です。 

 
(塩尻市立広丘小学校の実践より) 

 

安心して学ぶための学級づくりのポイント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ａ君は，終末，「自分はお年よりの人がいたら席をゆずったり空けてあげたりしたい，

親切な事をしたい。人のやっている事を見ているだけではなく自分もやりたい」と記し

ていたよ！ＩＣＴ機器を活用，道徳的行為に関する体験的な学習，意図的に問い返す等

の授業改善を支えた古田先生の教材研究が，Ａ君の道徳性を養うことにつながったん

だね。「子どもを真ん中にした教材研究の充実」が大切なんだな。 

連載 

第 3回 
「一帯一学」への扉 【道徳編】 

～資質・能力の育成に向けた授業づくり～ 

多くの人々の善意に気付き進んで応えてほしい 

内容項目 B思いやり，感謝 教材名「涼風」（信教『わたしの築く道しるべ』） 

問題意識をもつことができるように，場面の状況確認でＩＣＴ機器を活用 

多面的・多角的に考えることができるように，道徳的行為に関する体験的な学習の設定 

人間としての生き方についての考えを深めることができるように，意図的に問い返す

い 

子どもたちの実態に応じて状況を端的に確認することは，問題意識をもった追求につながります。 

前時までの生徒の様子を捉えた古田先生

は，範読した後に，ＩＣＴ機器を用いて場面の

状況を端的に確認する場を設けました。真夏

の冷房の故障した電車内で複数の乗客が「善

意のリレー」をしたこと，その光景を目の当た

りにした主人公啓次が大きなため息をついた

ことが焦点化された画面を，凝視す 

るＡ君の姿がありました。 

凝視するＡ君の姿がありました。 

古田先生は，即興的に役割演技をして道徳

的行為に関する体験的な学習をする場を設

けました。Ａ君は「そこでため息をつく！」

と啓次役の友へアドバイスしながら演じま

した。学習カードに「席を譲られてすごくい

い気分。とてもうれしい。やさしい人たちで

良かった」と記し，全体追求ではそれぞれの

立場の気持ちを聞き合いました。 

グループで道徳的行為に関する体験的な学習をした上で一人一人に考えをもたせることは，全体追 

求で様々な立場から感じ方や考え方を捉えることにつながります。 

古田先生は，指名した生徒の考えについ

て，「マイナスの気持ちのため息ではなかっ

たのかな･･･？」と全体に問い返しました。す

ると，友の「尊敬のため息」という発言に対

し，Ａ君は「自分もマイナスのため息ではな

いと思う。すごいなあ，などの尊敬している

気持ち」と書きました。その後，仲間の考え

を聞き，自分もこうありたいと素直に感じた

のでしょう，友と微笑むＡ君がいました。 

子どもたちに「何を考えさせ，何に気付かせたいのか」を明確にしていた教師の意図をもった指名 

や問い返しは，自分自身の生き方についての考えを深めはじめることにつながります。 

考えることにつながります。 

人考えることにつながり，それぞれが納得解を創造することにつながります。 

さを実 

践につ 
いてそのよさをその過程で道徳性は養われていきます。 

主体的 

な学び 

子ども 

理解 

指導 

研究 

対話的 

な学び 

素材 

研究 

［塩尻市立丘中学校］古田 寿浩先生 

画面を凝視するＡ君  

 

役割演技を通して感じた気持ちを書くＡ君  

 

友の考えを聞き微笑むＡ君  

 

 

 

 

 「資質・能力を育成する授業にしたいけれど・・・どこから力をいれていこうかな？」 

日々の実践を見直すと、きっと悩みはありますよね。その悩みから自分の授業改善に必要な要素を考えてみま

しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、自分の授業改善の方向が見えてきませんか？また、「“友との関係性をつかむ”をもっと考えて、

グループ学習のグルーピングを考えてみよう」などといった新たな方策が見えてくるかもしれません。以下に悩

みをいくつか挙げてみました。「この悩み、わかるなあ」という要素からご自分の授業実践をふり返り、授業改善

のヒントをつかんでみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの興

味・関心を

つかむ 

友との関

係性をつ

かむ 

素地や既

習を把握

する 

  用いてきた

見方・考え方

を考える 

どんな配

慮が必要

か考える 

つまずき 

を予想す

る 

 

カリキュラ

ム・マネジ

メント 

 

「一帯一学」への扉 

授業準備はしているし丁寧に説明

もしている。でも、子どもが意欲的

に追究しているとは言えない・・・ 

 

この先生は、学習内容の定着を大切にされています

が、子どもの関心はどこにあるのでしょうか。 

この悩みから授業改善にあたって、 

☜ という要素から考えてみると・・・ 

子どもたちは喜んで活動している

と思うけど、それだけでいいのか

な。 

子どもの声を大切にしているつ

もりだけれど、一部の子だけが

中心の授業になるのよね。 

指示したことはちゃんとやるん

だけれど、自分から取り組もう

とする姿が少ないなあ。 

グループ学習を位置づけても

発表会になってしまって、時間

があまってしまうことが多いの。 

“深い学び”という言葉を最近

よく聞くけれど、子どものどん

な姿のことなのかなあ。 

そもそも“カリキュラム・マネジメ

ント”って、どういうことをやるんだ

ろう。 

子どもたちと楽しい授業を創りたいけど、

結局やらせる学習になってしまうのよね。 

子どもを主語とした授業にしようと取り組ん

でいくことで、授業改善の方向も見えてくるよ。 

資質・能力の育成に向けた授業づくりに必要

な方向や方策を考えてみると、きっと明日の授

業が楽しみになってくるよ！ 

＊これらが全てではありません。日々の授業改善のポイントとして１ページと合わせてご活用ください。 

主体的 

な学び 
 

教師の 

 

姿勢 
 

対話的 

な学び 
 

 

深い 

学び 

子ども 

理解 

 

素材 

研究 

指導 

研究 
 

 

実践中 

 課題 

・改善の具体

を書き込む 

 

連 載 

１P の表へ 

 【例】 

子ども 

理解 

古田寿浩先生は，塩尻市立丘中学校の道徳教育推進教師です。丘中学校では，

古田先生を中心に全ての先生方が一人一人の生徒に寄り添い，学校全体で生徒の

道徳性を養おうとしています。 

 

深い 

学び 

対話的 

な学び 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松 本 

ゾーン 

中信ゾーン探訪 

５／８ 第 1回授業力アップ講座（中信教育事務所主催） 

５／21 第 1回学力調査検討委員会（松本市教育委員会主催） 

松本市教育委員会と 

「ガッチリ」連携 

子どもたちのために尽くす 

松本市の先生方が参加しやす

いよう，研修会を共催にして回数

を減らしたり、模擬授業やグルー

プ討議を盛り込んだ内容にした

り，共に考え，実施しています。 

すべては子どもたちのために

共に歩まん！ 

「もっと授業がうまくなりた

い！」教師ならば誰もが抱く気持ち

ではないでしょうか。この願いを叶

える一助として，松本市教育委員会

と中信教育事務所は，本年度より

「ガッチリ」連携し，効果的で実践

的な研修を提供していきます。 

［松本市教育委員会学校指導課 

学力向上担当］ 

下平 将揮 指導主事 

   

「一帯一学」の 根ざし処 

OBOL【One Belt, One Learn】Information   

 
新学習指導要領 今こそ「特別活動」の充実を！ 

【学級活動】 

○小学校に「(3)一人一人のキャリア形成と自己

実現」を新設。特別活動をキャリア教育の要に

据えます。 

○学級活動(1)では、集団としての合意形成を、 

学級活動(2)(3)では、一人一人の意思決定を 

位置づけます。 

【児童会活動・生徒会活動】 

○児童生徒の主体的な組織づくりを位置づけます。 

○小学校…異年齢集団による交流 

中学校…ボランティア活動等の社会参画 を重視 

【クラブ活動】（小学校のみ） 

○児童が計画を立てて役割分担し、協力し

て楽しく活動できるように支援します。 

【学校行事】 

○学校行事を行う意義を児童生徒が理解 

し、各自が目標を持って取り組むこと

ができるオリエンテーションを大切に

しましょう。 

○振り返りでは、オリエンテーションで

確認した学校行事の意義に沿って考え

ます。 

各学校では「特別活動の全体計画」を作成して、全教職員の共通理解と協力体制が

確立されるよう、重点目標を決めたり、各活動・学校行事の内容を示したりして、教

育課程における特別活動の位置づけを明確にすることが大切です。新学習指導要領に

基づく「特別活動の全体計画」の作成に関わるご質問やお問い合わせは、 

chushinkyo-gakko@pref.nagano.lg.jp までどうぞ。指導主事も一緒に考えます！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会のダンスの様子 運動会のダンスの様子 
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＊学年だより等でこのまま紹介することも可能です。 

か
わ 

＊学年だより等このまま紹介することも可能です。 


